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研究成果の概要： 
 本研究では，対話型スケッチ画像検索において，知識発見手法を用いて膨大なデータベース

画像，スケッチ図，ユーザの評価から，有用な情報を取得し，セマンティックギャップを埋め，

検索精度，効率の向上させることを目的としている．部分的な書き順が類似するスケッチをデ

ータマイニングにより抽出し，画像と関連付けることで，効率的に適合性フィードバックを活

用する手法を提案した． Expected Search Length(ESL)を用いて定量評価したところ，検索効

率の向上が確認できた．  
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１．研究開始当初の背景 

現在，一般的な画像検索手法として，キー
ワードに基づく画像検索がある．キーワード
に基づく画像検索は，画像にあらかじめ付加
された画像ファイル名やキーワードなどを
検索キーとして画像を検索する手法である．
このキーワードに基づく画像検索には，キー
ワードの付加作業が大変である，キーワード
は主観に依存するため画像内容を的確に反
映することが難しい，という課題がある．そ
こで，キーワードを用いない，画像内の色や

形などの画像内容を検索キーとした画像内
容検索の研究が進んでいる．画像内容検索は，
画像中の色，テクスチャ，形状，構図などの
画像内容に基づいて特徴量を抽出し，その特
徴量を利用し類似画像を検索する手法であ
る．これまでに，エッジの形状・テクスチャ
に着目した相対的方向別頻度特徴量を提案
し，スケッチの位置，大きさ，方向に依存し
ないスケッチ画像検索を開発してきた．しか
しながら，画像特徴量と利用者の主観とのギ
ャップであるセマンティック・ギャップを埋
めるには至っておらず，課題として残されて
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いる． 

２．研究の目的 

対話型スケッチ画像検索において，知識発
見手法を用いて膨大なデータベース画像，ス
ケッチ図，ユーザの評価から，有用な情報を
取得し，セマンティック・ギャップを埋め，
検索精度，効率の向上させることを目的とし
ている．ユーザの評価のみならず，ユーザが
入力するスケッチを用いることができる点
に特長がある． 

３．研究の方法 

適合性フィードバックを用いて，ユーザの
適合評価により入力スケッチと適合画像を
関連付け，さらに，部分的な書き順が類似す
るスケッチをデータマイニングにより抽出
し，画像と関連付ける，スケッチ画像検索を
提案した．図 1に部分的な書き順が類似した
スケッチの例を示す．入力スケッチ An, Bn, 
Cn は全体的な書き順や総ストローク数が互
いに異なるが，2 ストローク毎に差分をとっ
たスケッチ an, bn, cn に着目すると，a2, b5, 
c4 よりタイヤは連続して書かれるといった
類似性を発見することができる．このような
部分的な書き順が類似するスケッチをデー
タマイニングにより抽出し，画像と関連付け
ることで，効率的に適合性フィードバックを
活用することが可能となる． 
 

図 1 部分的な書き順が類似したスケッチの例 
 
 

差分スケッチのデータマイニングを用い
たスケッチ画像検索法の概要を図 2 に示す．
この手法では，データマイニングを用いない
スケッチ画像検索法と並行し，差分入力スケ
ッチの特徴量とデータマイニングにより抽
出された各差分スケッチの特徴量との照合，
比較による検索を行う．データマイニングを
用いない手法による検索結果の表示に加え，
差分入力スケッチによる検索結果をユーザ
に随時提示するため，入力スケッチが過去の
入力スケッチと全体的な書き順が異なって

いたとしても，差分スケッチが類似さえして
いれば，差分スケッチが関連付けされた画像
が提示される．つまり，ユーザによって書き
順や総ストローク数に大きく差が出る「車」
のようなスケッチが入力されても，効率的に
検索結果を提示することが可能となる． 
 

４．研究成果 

画像特徴量とユーザの主観との間に存在
するセマンティック・ギャップを軽減させる
ことを可能にし，検索精度を向上させた． 
提案手法の有効性を確認するため，画像素

材集 Corel Photo Gallery の20,000枚の画像
に対して検索実験を行った． 

図 3に「車」を検索目標としたときの結果
の例を示す．図 3 (a)は，データマイニング
を用いていない場合，すなわち，適合性フィ
ードバックによるスケッチ画像検索結果で
ある．提案手法では，図 3 (a)に加え，さら
に，データマイニングの結果として，図 3 (b)
がユーザに出力される． 
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図 2 差分スケッチによるスケッチ画像検索

(a) スケッチによる検索結果 

図 3 検索結果 

（次ページに続く） 



 

 

 

 
 
ユーザの検索コストを表す尺度 Expected 

Search Length(ESL)を用いて定量評価したと
ころ，検索精度・効率の向上が確認できた．
図 4 は，「車」を検索目標とした場合の ESL
であり，曲線が下に位置する方が性能は良い
といえることから，提案手法の有効性が確認
できる． 
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(b)差分スケッチによる検索結果 

図 3 検索結果 

図 4 検索目標「車」の ESL 
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